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件名：超低温冷凍庫設置室増設工事 

概要：本工事は、放射線影響研究所長崎研究所において、超低温冷凍庫増設のため、建物１階

車庫内に設置されている既設倉庫を解体撤去するとともに、必要な建築・設備等の改修を行

うものである。 

 

１．工事場所     長崎県長崎市中川 1 丁目 8 番 6 号 

２．工期        契約締結の翌日から令和 9 年 3 月 31 日まで 

３．既存建物概要   

             構    造：    鉄筋コンクリート造 

             階    数：      ４ 階 

             建 築 面 積：     821.9m2 

                     延べ床面積：    2,707.4m2 

             最 高 高 さ：      22.2m 

             工事対象床面積：   29.2m2 

          

４. 仕様 

A 建築工事 

（１）工事範囲 

  既存倉庫の解体撤去を行い、超低温冷凍庫室に改修する。 

（２）解体工事 

  既存倉庫の内装材および既存アルミサッシ(2 箇所)を撤去し、支障となる既設設備の撤去を行

う。   

  ※工事着手前に、大気汚染防止法および石綿障害予防規則に基づく事前調査を実施する。 

   尚、建物 1 階車庫内に後年設置された倉庫の調査は、原則として書面および目視によるもの

とする。ただし、分析調査が必要となった場合は発注者と協議を行うこと。 

（３）外壁工事 

   既存アルミサッシ(2 箇所)の撤去後、コンクリートブロック(ｗ120)積み、モルタル(t=25)刷毛引き

の上アクリルシリコン塗装とする。 

（４）内装工事 

床：既存土間コンクリートの上にポリマーセメントモルタル t=25 を塗布し、長尺塩ビシート

(t=2.0)熱溶接とする。 

尚、SD-1 から内部 1.0M 範囲はエポキシ樹脂接着剤を使用する。 

壁：LGS 下地(外壁側 w65、新設外壁側ｗ９０)＋GW(t=100 24K)充填後 GB-R(12.5)の上

EP-G 塗装(既存壁も含む)とする。また、新設外壁側においてはラワン合板(2 類)耐水ベニ

ヤ(t=9)の上透湿防止シート張り後、けい酸カルシウム(t=6.0)張りの上 EP-G 塗装とする。 

天井：LGS 天井下地に GB-D(t=9.5)張りとする。また、廻り縁は塩ビ製品とする。 



（５）建具工事 

   超低温冷凍庫室入口にスチールドア(SD-1)および既設液体窒素室の排気ファンガラリ (AG-

1)を新設する。 

SD-1 の要求仕様： 

SAT 仕様とし、周囲気密パッキンおよびドロップシールを設け、空調漏洩を抑制した構造とす

る。 

あわせて、自閉式ドアクローザー、プッシュボタン錠、断熱材内蔵の仕様とする。 

既存ドア(SD-2)はプッシュボタン錠を取り付ける。 

（６）その他 

   ① 既設消火器ボックスの移設、給油口ボックスの脱着復旧およびシーリング工事は本工事

範囲内とする。 

② 基礎工事のコンクリートブロック施工時は、各コンクリートブロック接続部に鉄筋(D13、

L=200)を土間コンクリートまで打ち込み、樹脂剤で固定する。また、コンクリートブロックの

空洞部はモルタルを密実に充填する。 

 

Ｂ 電気設備工事 

 （１）工事概要 

   超低温冷凍庫増設に伴う照明設備、コンセント設備、動力設備、情報設備および自動火災報

知設備工事を行う。 

 （２）照明設備 

   LED 照明器具を新設する。 

   器具仕様は三菱電機 MY-V470530/N AHTN (5 台)、MY-V230430/N AHTN( 1 台)と同等以

上とする。 

 （３）コンセント設備 

   超低温冷凍庫用として、100V 接地極付コンセント(8 箇所)、200V 三相 200V コンセント(8 箇

所)を設置し G 回路接続とする。 

（４）空調電源設備 

  空調機 2 台分の電源を設置し G 回路接続とする。 

（５）情報設備 

  温度監視用として 

   ・温度センサー配線 

   ・LAN(Category5e)配線 

  を将来新設予定の超低温冷凍庫位置まで配線する。ただし各新設超低温冷凍庫との接続は

別途工事とする。 

（６）火災報知設備 

 既設自動火災報知設備に接続し、感知器(2 箇所)を増設する。 



 

C 空調・換気設備工事 

 （１）空調方式 

   個別分散方式とし、天井カセット形パッケージエアコン(2 台)を設置する。 

 （２）室内設計条件 

    ・夏期 

     室温：25℃前後 外気温：35℃ 

    ・冬期 

     室温：25℃前後 外気温：0℃ 

 （３）超低温冷凍庫条件 

   超低温冷凍庫 8 台設置時の最大発熱量を考慮する。 

   ① 外形寸法 

・W1030×D882×H1993mm 

② 発熱条件 

    ・放熱量：+5,580KJ/h・台 

    ・台数：8 台 

    ・総発熱量：約+12.4KW 

（４）空調機仕様 

  ① 要求性能 

   ・総冷房能力：20.0KW 以上 

   ・冷暖房兼用 

   ・三相 200V 

  ② 参考機種 

   ・三菱電機：PLZ-ERMP112H6×2 台 

   ・日立：RCI-GP112RSH12×2 台 または同等以上とする。 

（５）換気設備 

  パイプファンを設置し、室内換気を行う。 

  ① 参考機種 

   ・三菱電機：V-08KLD4 または同等以上とする。 

また、液体窒素室の排気は、既存のままとし既存排気ファン(1 箇所)のフード位置調整を行

う。 

 （６）性能要求 

   空調設備は、超低温冷凍庫 8 台が稼動した状態においても室温(22.0～28.0℃)を維持できる

能力を有すること。 

   受注者は、必要に応じて空調負荷計算書を作成し監理者および発注者に提出する。 

 （７）試運転調整 



   引き渡し前に、以下の①～④の試運転および確認を実施する。 

   ①空調機試運転 

   ②換気設備試運転 

   ③温度センサー配線導通確認 

   ④自動火災報知設備動作確認 

 

５．その他 

  ・工事中は当該研究所業務に支障を与えないこと。 

・騒音、振動を伴う作業は事前に発注者と協議をすること。 

・建築基準法、消防法、労働安全衛生法その他関係法令を遵守すること。 

・図面および仕様書に疑義が生じた場合は、監理者および発注者と協議すること。 

・その他の事項については、特記仕様書(A-0)を参照すること。 
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